















































大学」の位置付けの如何は今後も問われて然るべき論点であるが、近世に夥しく出版された女性向け書物を語る際に、他の女性向け書物と 比較の視点があってもよい筈である。 「女大学」以外の書物の検討は、 これまでの「女大学」研究の蓄積を相対化する試みでもあり、近世女性像及び女性を取り巻く社会像 再検討を促すことになるだろう。　
近年、女性向け書物の総体が窺える資料集や目録の刊
行（６）























り下されて以降、三〇年以上も進展をみせていな 。　「女今川」の形式は、多くが大本ないしは半紙本であり、二〇丁程度の薄手の書物である。 「女今川」の撰作者も撰作年代も不明である。体裁は、 同じく普及 た男子用の 今川状」と同じく禁止条項 列挙、家訓ないしは壁書 形態を採るが、これは「女今川」が「今川状」の派生作品であるため、基本的に「今川状」の基本ラインを崩さぬ形で女
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史苑（第七三巻第一号）





























るが、 「女今川」本文の作者・成立年代は不明である。従って本稿では、史料的検討を加えることが可能 ①貞享板系、及び②元禄板系の両書 成立過程に留意しながら、本文内容・表現の分析を試みる二、 「女今川」の成立について　
女子用往来の研究は刊本を中心に行われており、全国に



























































ている。具体的には、金沢図本では「一、人の中言を企愁を以身をたのしむ事」という条目を、 貞享刊本では「一人の中ごとを企て人の愁を以て身を楽事」というよう 変化させてある。ここでは人 中傷をし、その人 愁いを自らの楽しみとしてはいけない、ということで、そ 内容に違いはない。では、この うな教訓内容には関わり ない差異には、如何なる意味が存在する か。それはおそらく
読み下しの問題であろう。特に金沢図本のような写本の場合、多くはルビがふられておらず、どう読み下すかの判断が難しい場合もある。刊本の多くの「女今川」では、ルビがふられているため、このような読み下しの困難さは克服されているが、貞享刊本『女今川』のような初期刊 段階ではルビはあまりない傾向である。そのため 読み下しが紛らわしい箇所につ て 、 「中言」を「中ごと」のように記す等といった配慮が られる。これが平易さを旨とした読み方の確定につな っている。　
僅かではあるが、教訓内容の異なるものも見られた。金





き換えられている。教訓内容の、己に知 りと慢心す 前提が、他者の「悲」から 非」へ変えられている。これは貞享刊本の方が筋としては妥当であろう。分かりやすさを旨とした改変である。　
貞享二（一六八五）年の金沢図本『女今川』は、 「女今川」
がその初発の段階においてそもそも商品として生み出された書物ではなく、写 として流布 い 可能性が濃厚であることを教えて れる。この事実は、 「女大学 初発である『女大学宝箱』が柏原屋清右衛門により商品として
















































































ことならんや」と、対象としている読者身分においても広範囲化傾向がみられ 。貞享板では「一、主親の深き恩を忘て忠孝疎になる事 であった条目は、元禄板で 「一、父母の深き恩をわすれ孝 道おろそかにな 事」とれる。 「主親」 「忠孝」が「父母」 「孝」へ書き換えられているが、これは主君 持つ武家女性からより広い対象へ拡大を図ったものであろう。これと同様に、貞享板では「然は兼てよめたる道を教なくしては、夫 心に背て一門 恥をなさん事、いかばかり物うかるへし と、武家女性 想起させる「一門」の表現と、女性同士「和き、一族のしたしむは正しき行なる」とし、親類間交渉を担う女性の立場―比較的高い身分の女性 想起させる設定― 示さ たものから、元禄板の「朝 夕な孝行を尽して、毎事父母の心









というように強調されている部分であ 。女性 心 あり方でもっとも理想 とされているもの 「す ほ／ 」なのである。これは貞享 元禄板両系統の「女今川」全体を貫く思想 ある 筆者は考えている。　
きちの『絵入女今川』の書き換え より、 「女今川」は













の改変の新しさにあったのか、女筆家と ての知名度とその習字手本としての完成度にあった か という問題が残されている。周知のようにきちは女筆家として名高く そのため元禄板が売れ、定着したことの背景には つ 筆という点に価値があったのではないか、 いう疑問が拭い切れない。そのため、元禄板を引き継ぐ「新女今川」ものの諸本の書筆を検討したところ、 二つ パターンが存在した。一つは、 『絵入女今川』の挿絵丁 省 、二冊の形態から一冊全へと変更し、板木はそ まま使用（板権の移動、乃至はかぶせ彫りかと推定 る）し、 行 た刊年・書肆共に不記の『新女今川』である。これは きち筆であり、元禄板の純粋な後継 と言える。もう一つは、 『新女今川姫小松』 、 『新女今川姫鑑 『新女今川姫小松』は正徳四（一七一四）年に江戸書肆・西村伝兵衛により刊行されたもので、つな筆 散らし書き形態とは大きく異なる定型化した並べ書きで書 れている。また 同年に同板木
によると思われる同外題の書が少なくとも他に三種確認され、盛行した。が、いずれも並べ書きであり、二巻二冊の形態を採るか、一巻全としているか、程度の違いしかない。それより後年に出版された『新女今川姫鑑』は、明和八（一七七一）年、江戸書肆・山崎金兵衛により刊行された。これは、元禄板「女今川」と同文でありながら 書筆は全く異なる。なお、本書の本文部分は、板木は異なるが構成は『新女今川姫小松』と同一である。本書にはそれ以外にも多くの付載記事があり、最早元禄板本文の 鮮さだけでは出版競争の中で勝ち抜いていけず、他書肆出版の「女今川」との差異化を図 ことが困難 なってきてい ことが見て取れる。つまり、 「新女今川」の言わん するところの「新」とは、やはり文面の しさに即して名付けら たものであり、習字手本としてのつなの女筆 そ まま踏襲するも ではないことから、つ 『絵入女今川』の成功の比重がどちらにあったかについ は明らかである。　
また、型式も元禄板から大きく変化した。貞享板・元禄
板共に女筆手本型式 あり、本文以外の記事 短い序跋文のみという 較的簡潔なものであった。これに元禄板（一七〇〇年）は、挿絵を八葉つけている。この挿絵は菱川師宣画と推定されている。この事例のよう 「女今川」には著名絵師・画工 手による挿絵が比較的多く、挿絵が










今川」の付載記事が増量する。ここに前付・頭書・後付という付載記事を有す、所謂「 子用往来」 して想起されるスタイルが定型化する である。 「女今川」 「女大学」の事例から、この型式の変化は享保期が画期と言える。四、 「女今川」の広 り　
近世を通じ「女今川」は、これまで紹介した貞享板系・
元禄板系の本文が両系統併存状態でその も出版され続けるが、 「女今川」の本文には 次第に貞享板・元禄板の任意の箇所を混交させたハイブリッド型 出現するようになる。このハイブリッド型はヴァリエーションが多彩であため、本文から一定の傾向を導き出しにくい。更に多くの
































「女今川」 の成立に関する考察の視点が欠けていた。 しかし、貞享二年の金沢図本 より、 「女今川」が近世において書物として商品化される過程への考察が可能となった。　
また、 「女今川」 二大系統である貞享板と元禄板の詳
細な比較検討によって、おそらくは貞享板を前提 し、その改変を行った沢田きちの改変意図を分析し 沢田きちは、女性の立場に立ち、近世的「イエ」を守る女性としての心得を主としたものへと書き替えを行い、商品性の高い


















挙げたが、その類型化に見られたような本文内容による分類の再検討からは、歴史学的視点は持ちにくい。そこで、試みに本稿の成果を踏まえて新たな類型を考えれば、①初期写本の段階、②初期刊本の段階、③前期刊本の段階、④後期刊本の段階とすべきであろう。①は、 「女今川」の成立過程を窺いうる金沢図本のような写本の存在により今後考察の深められるべき分野である。②初期刊本は、貞享刊本及び元禄刊本のよ な「女今川」揺籃期の作品を指す。③前期刊本 段階に至 と、 「女今川」 文はほぼ定着し、付載記事が付き型式が整 だす（正徳四〔一七一四〕年以降） 。④後期刊本は、 「女今川」の確立期と考えられる享保一〇 （一七二五） 年以降夥しく出版され も で 従来の 「女今川」のヴァリエーションに加え、そこから 派生作品―対象を芸妓に置き換えた『芸妓女今川』 ような―までも含む広い「女今川」を想定する。④については 大量の史料群となるため更 本文系統・書肆別・題簽別といった分析視角が必要となる。　
更に、写本「女今川」はその大半が未検討であり、原本












一、主親の深き恩を忘忠孝疎になる事一、夫をかろしめ驕に長し天道を不恐事一、道に背て栄る者をうらやみねかふ事一、正直にして衰へたるもの かろしむ事一、あそひに長し或は座頭或見物すき好事一、短慮にしてしつと心深く人に嘲 不正事一、女の猿利根に迷万事につき人をそしる事一、人の中言を企て愁を以身 たの む事一、道具衣裳己暉麗 召仕見苦事一、貴も賤も世のはかなき事 不辯気随を好事一、人の悲を見るを以我知有とおもふ事一、出家沙門を貴むと言共側近くなる事一、我か分際を不知或驕あるひは不足の事一、下人の善悪を不弁召つかひ様不正事一、舅姑に麁抹にして人の謗りを得る事一、継子に疎にして他 嘲 恥さる事一、男たるには縦親類縁者と言共したしみ過一、我に勝れるを嫌己に随もの 愛する事一、人来る時は其客 對しい り 移し無礼事右此條々常に女の道静猥かは くなく嗜事は不珎と言へ共 猶以慎へき事也。先家をまもるへき は、第一慈 深く正舗心かくへし。





夫天は陽にして強く、地は陰にして和か也。然るに、陰は陽に随事天地自然の道理なる故に、夫婦の道天地にたとひたれは、夫を天のことく敬ひ慎むへし。地は天の恵を受て萬物を生るにより、夫を貴む 、是皆女の孝行の道也。仁義礼智信の五常有も人 行へき道なれとも、取分まもるへきは、仁の道也。去は、幼きよりやさしき友に交り、假初にも猥かはしき友には近よるへからす。水は方円の器物 随 人は善悪の友 よると言事寔なるかな。此故に家を能たもつ女は、正しき事を好、家を猥にする女は悪ならすあやしき事を好よし、人々申傳る也。日比心に懸、悪きを恥、善 すゝむハ身を治 心さし也。女は家の内を守事なれ 其身 行儀作法たゝしく家内の人を能して、和き一族の親しむは、正しき行なるに我 の行い邪に て召仕の者を責るは僻事成へし。人は五常 理 うけて生れたりと言へとも、或は善となり悪と成てかはる事、幼少よりの習によるへ 。殊に男子にハ師をとり学問を勤させ身 治道を習しむるも有と 女子 教 人稀也。女子は、いくほとなくて他の家 ゆ 、夫に随ひ 舅姑につかふまつるへき事なれは、親の本に止 ハ暫 内也。然は兼てよめたる道を教なくしては、夫の 背き一門の をならむ事、いかはかり物うかるへし。況や家 治るには朝夕の しなみ厚く言葉すくなく、 正しけれは縦まつしきと言とも嘲なし。







1）若尾政希「書物・出版と日本の社会変容」 （ 『歴史評論』七一〇、 二〇〇九年）など。
（
2）勝又基「 『比売鑑』の写本と刊本」 （ 『近世文芸』七〇、 九九〇年） 。
（
3）藪田貫「 『女大学』のなかの「中国」 」 （趙景達・須田努編『比較史的にみた近世日本』 、東京堂 、二〇一一年） 。
（
4） 小泉吉永 「 『女大学 と柏原屋清右衛門」 （ 『江戸期おんな考』五、 一九九四年） 。
（
5）石川松太郎『日本教科書 系 一五（講談社、一九七三年） 、 横田冬彦「 女大学」再考」 （ 『ジェンダー 日本史』下、東京大学出版会、 一九九五年 中野節子『考える女たち』 大空社、一九九七年） 。
（


















12）筆者の整理による。それぞれ、石川松太郎『往来物の成立と展開』 （雄松堂出版 八八 、 九二頁。及び同『日






15） 『女用躾今川』 （享保一三 、寺田与右衛門作・ 、謙堂文庫所蔵） 。
（




































21）福森平左衛門の地域性については、現時点では未解明だが、 「京都カ」とされている（ 、小泉吉永『往来物解題辞典』 〔大空社、二〇〇一年〕 。
（
22）小泉吉永「女筆の時代と女性たち」 （ 『民衆史研究』七九、 二〇一〇年） 。
（
23）前掲『女今川』東博本、 三丁






24）また、刊年不記ながら福森屋と菊屋七郎兵衛相板の『女今川』も出版されている。 については、 『近世書林板元総覧』 （青裳堂書店、一九八一年） 、五一二頁。
（




27） 「女大学」は柏原屋清右衛門により その初発から商品として制作された（小泉吉永「 『女大学』と柏原屋清右衛門」〔 『江戸期おんな考』五、 一九九四年〕 ） 。
（
28） 『絵入女今川』 （石川松太郎監修『稀覯往来物集成』一三大空社、一九九七年） 。
（
29）小泉吉永「女筆の時代と女性 ち」 （ 『民衆史研究』七九、 二〇一〇年） 。
（
30） 『女筆四季の友』 、二冊（ 『大坂本 仲間記録』 ） 。
（


























39） 『新女今川姫小松』 （正徳四年、西村伝兵衛板、東京学芸大学所蔵） 。
（
40） 『女今川ちとせの鶴』 （享保一〇〔一七二五〕年、伊勢屋清兵衛板、玉 学園大学所蔵） 。
（






44） 「女今川制詞条々」 （松永六右衛門・篠塚次郎左衛門、正徳二〔一七一二〕年初演） 、 「泰平女今川」 正徳三年初演＝伊達騒動もの歌舞伎の嚆矢）など。
（
45） 「児女宝訓 」 （鳥居清長 天明三〔一七八四〕年、中判錦絵、板元・伊勢屋治助 、 「風流 」 （礫川亭永理、寛政一〇〔一七九八〕年、大判錦絵、板元・丸屋文右衛門）など。
（
46）小泉吉永氏所蔵。
（本学大学院文学研究科博士課程後期課程）
